
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

一

 
告

示

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

三

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
に
関
す
る
地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
、
又

　

は
換
地
を
定
め
な
い
土
地
と
し
て
の
指
定 

（
農
村
整
備
課
）　

　

三

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

七

〇
道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

（
道　

路　

課
）　

　

七

〇
県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部

　

を
改
正
す
る
告
示 

（
会　

計　

課
）　

　

七

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決

　

定 

（
税　

務　

課
）　

　

八

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

八

 
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
仙
台
湾
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
保
護
区
域
の
設
定
に
関
す
る
制
限 

八

〇
流
し
網
漁
業
等
の
制
限 

九

 
規

則

　

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
一
号

　
　
　

建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
二
号
中
「
本
籍
地
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
名
）、
住
所
、」

を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
合
格
し
た
年
月
日
」
を
「
合
格
し
た
年
月
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
又
は
業
務
停
止
」

を
「
、
業
務
停
止
又
は
免
許
の
取
消
し
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五　

法
第
二
十
二
条
の
二
に
定
め
る
講
習
を
受
け
た
年
月
日
及
び
当
該
講
習
の
修
了
証
の
番
号　

六　

法
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
講
習
を
修
了
し
た
年
月

日
及
び
当
該
講
習
の
修
了
証
の
番
号

　

第
四
条
第
一
項
中
「（
住
所
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
を
除
く
。）」
及
び
「
。
た
だ
し
、
本
籍
地
の
変
更
を
生
じ
た
場

合
で
同
一
都
道
府
県
内
の
変
更
の
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
書
き
添
え
て
」
を
「
書

き
換
え
て
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
名
簿
の
閲
覧
）

第
九
条
の
三　

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
名
簿
の
閲
覧
は
、土
木
部
建
築
宅
地
課
に
お
い
て
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
名
簿
を
閲
覧
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
名
簿
閲
覧
簿
（
様
式
第
七
号
の
九
）
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

名
簿
の
閲
覧
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

４　

宮
城
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
宮
城
県
条
例
第
十
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
は
、

閲
覧
所
を
閉
鎖
す
る
。

５　

名
簿
の
閲
覧
は
、
無
料
と
す
る
。

　

第
十
条
を
削
り
、
第
十
条
の
二
を
第
十
条
と
し
、
第
十
条
の
三
を
第
十
条
の
二
と
す
る
。

　

第
十
二
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号

中
「
又
は
寄
附
行
為
」
を
削
り
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、

「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」

を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
四
号
イ
又
は
ロ
」
を
「
第
十
条
の
五
第
二
項
第
四
号

イ
又
は
ロ
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第

十
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
る
。
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第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
五
第
一
項
」

を
「
第
十
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」

に
、「
第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
四
号
イ
又
は
ロ
」
を
「
第
十
条
の
五
第
二
項
第
四
号
イ
又
は
ロ
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第

十
五
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
八
第
一

項
前
段
」
を
「
第
十
条
の
九
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条

の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
八
第
一
項
後
段
」
を
「
第
十
条
の
九
第
一
項
後
段
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
九
第
一

項
前
段
」
を
「
第
十
条
の
十
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条

の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
九
第
一
項
後
段
」
を
「
第
十
条
の
十
第
一
項
後
段
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
三
第
一
項
」

を
「
第
十
条
の
十
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
五
条
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
の
六
第
三
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
四
第
一
項
及
び

第
三
項
、
法
第
十
五
条
の
十
三
第
二
項
、
法
第
十
五
条
の
十
四
第
四
項
並
び
に
法
第
十
五
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第

十
条
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法
第
十
条
の
十
五
第
三
項
、
法
第
十
条
の
十
六
第
三
項
並
び
に
法
第
十
条
の
十
七
第

三
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
八
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３　

第
九
条
の
三
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
閲
覧
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

第
二
十
八
条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
る
。

　

様
式
第
二
号
及
び
様
式
第
三
号
中
「 

」
を
「（氏

名

）」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
四
号
中

「
 

を

 

」　

「
 

に

 

」　

改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
の
八
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

本
　
籍
　
地

　（
氏
　
　
名
）
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 氏
　
　
　
　
　
　
名
 

ふ
り
が
な

本
籍

 氏
　
　
　
　
　
　
名
 

ふ
り
が
な

様
式
第
７
号
の
９
（
第
９
条
の
３
関
係
）

摘
　
要

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
所

閲
覧
し
た
い
事
項

年
　
月
　
日



　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規

定
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
建
築
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
様
式
第
二
号
、
様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
は
、
当
分
の
間
、

改
正
後
の
建
築
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

三
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、県
営
土
地
改
良
事
業
三
輪
田
地
区
に
つ
い
て
樹
立
す
る
換
地
計
画
に
関
し
、

次
の
従
前
の
土
地
を
、
地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
、
又
は
換
地
は
定
め
な
い
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
積
を
特
に
減
じ
て
換
地
を
定
め
る
土
地
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事

業

所

番

号

〇
四
一
二
七
〇
〇
一
三
〇

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
れ
か

ら
会
黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字
屋
敷
前

百－

八

設　

置　

者　

名

特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
れ

か
ら
会

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

三
月
三
十
一
日

市
町
村
名

石
巻
市

大
字

三
輪
田

字

上
新
田

地　

番

一－

二

地
目田

用
途田

地
積�二

三
七

特
に
減
ず
る

地
積�
　
　五

〇

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同土
居
上

同右
近
田

同同新
田
待
井

同竹
ノ
迫

上
中
新
田

同同後
遠
堀

谷
津

同同同同同

六二
五

一
二

二
一－

一

一
六－

一

二
一－

一

三
八－

二

七二
九－

一

八
一－

三

一
一－

三

一
四－

二

一
七－

一

一
四

一
六
二－

三
〇

一
六
二－

三
二

一
六
二－

三
五

一
六
二－

三
九

一
六
二－

五
三

一
六
六－

一

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

一
、
三
九
一

一
、
〇
一
八

一
、
〇
二
六

八
三
八

三
七
九

三
一
四

六
一
六

一
、
〇
二
二

三
三
三

七
四
四

四
四
〇

五
一
七

一
、
五
七
二

一
、
〇
三
九

一
四
一

二
〇
四

四
九
五

九
〇
九

九
四
一

二
五
八

二
五
六

一
九
一

一
一
一

三
九
四

三
八

三
九

三
八
九

五
五

八
〇

三
四

三
九

四
七
三

四
六

六
七
八

八
七

三
三

一
三

二
四

七
二

一
九
九
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同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同下
中
新
田

同同同同後
田

田
切

同同迎
田

同同六
条

堀
ノ
内
五
百
刈

同同中
六
条

同

二
一
八

二
一
九

一
三

一
六－

二

一
七－

二

一
八－

三

四
一－

一

一
一－
一

七－

二

一
二－

一

一
六－

一

七－

一

一
一－

一

一
二－

一

二
四－

一

三六三
四－

四

八－

二

二
二－

一

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

六
九
一

五
〇
〇

六
〇
三

三
五
二

九
七
四

三
七
五

八
〇
〇

五
八
二

六
二
八

八
〇
三

四
二
六

八
六
四

三
七
八

五
八
九

二
八
八

四
二
一

五
三
四

七
四

一
三
、
〇
四
四

九
、
七
二
六

六
一
八

二
八
一

五
五
一

一
九
八

四
九
三

三
二
一

二
八
四

四
五
五

五
一
〇

六
二
一

一
七
八

一
〇
六

二
一
七

二
〇
九

二
五

一
三
一

三
九
七

三
〇

四
〇
五

一
五

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同蛭
田

同同同豊
前
田

同江
越

同同同寺
待
井

同同同長
夫
喰
上

同同同

四
七－

一

五
〇－

四

一九－

三

一
一

一
七－

一

二
〇－

一

三
四－

一

二
一－

一

三
三－

一

四
五－

一

四
八

七－

一

一
九－

二

三
二－

一

四
一

二－

一

五一
九

二
二

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

四
〇
五

四
、
八
四
九

一
五
五

七
六
九

三
、
三
一
四

二
六
六

五
、
三
七
六

一
、
〇
三
八

二
、
四
六
六

二
、
九
三
〇

二
、
七
一
五

六
七

二
、
三
九
六

六
五
八

三
一
〇

九
二
二

四
一
五

六
五
〇

一
、
〇
一
九

一
、
〇
三
六

七
七

一
五
七

七
七

二
九
一

一
四
七

八
二

六
四

二
八

五
四
五

二
〇
五

一
六
一

二
一

三
七
七

五
九

二
四
九

五
七
八

一
三
三

一
一
九

二
七

五
五
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同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同長
夫
喰
下

同同同同同馬
場
下

同同同同同馬
場
中

同同同櫻
崎

同新
寺
前

二
六－

一

四一
七－

一

二
三－

一

二
三－

四

五
一

五
五－

一

九一
九－

一

二
三

三
〇

五
六－

四

五
八－

四

七－

一

九－

三

一
八

三
〇－

一

一
〇－

一

五
〇－

二

九
〇

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

五
一
九

三
三
八

二
九
二

二
五
二

二
五
五

一
、
〇
二
二

五
七
二

一
、
〇
二
二

九
五
〇

一
、
〇
三
三

一
、
〇
一
九

五
一
五

九
三
四

三
〇
一

四
一
三

一
、
〇
一
七

八
八
三

六
二
二

七
七
二

二
四
九

一
四

一
一
〇

九
九

一
五

一
九
〇

一
四
九

八
二

三
七
二

八
九

一
〇
一

一
九
五

三
四
六

四
六
四七

一
六
九

二
七

一
六
八

三
〇
一

三
五
一

二
三

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同二
反
田

同同同同内
記
田

同同同久
根
前
田
待
井

同同同久
根
前
上

同中
里
沖

同同同

九
五－

一

九－

二

一
〇－

一

一
〇－

二

一
二－

一

三
一－

一

一－

一

一－

二

七－

一

七－

二

八－

一

二
〇－

一

二
一－

一

三
六－

一

四二
七－

一

一
三－

一

一
三－

二

一
三－

三

一
七

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

一
七
六

六
〇
四

九
八
一

一
七
七

六
三
六

四
六
四

七
八
五

二
一
八

四
五
七

八
一
五

一
、
〇
三
七

六
四
八

三
四
二

三
七
八

八
六
二

四
八
三

六
一
四

六
五
九

二
七
二

一
、
〇
二
六

四
九

四
三
三

一
九
三

四
三

三
五
四

二
一
七

二
一

一
九
八

一
四
六

六
三
六

二
九
一

五
五
〇

一
四
四

二
四
七

六
三
〇

三
七
〇

一
三
三

一
八
四

八
九

四
〇
九



二　

換
地
を
定
め
な
い
土
地
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同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同同同同同同同同同同同同同同

同同同同同中
谷
地

同同同同同梅
木

同赤
柴
新
田

同同赤
柴
下

赤
柴
上

二
四－

一

二
四－

二

四
六－

一

四
八－

一

四
九－

一

八－

一

三
四－

一

三
八－
二

四
〇

六
五－

一

七
二

九－

一

一
九

六－

一

一
一－

一

一
二－

二

三－

二

四
二

田田田田田田田田田田田田田田田田田田

田田田田田田田田田田田田田田田田田田

五
一
六

五
一
二

一
、
〇
三
四

四
一
七

五
二
三

八
二
〇

五
二
〇

一
八
五

一
、
〇
三
一

七
八
八

一
八
五

一
七
一

四
三
九

二
五
三

六
一
〇

一
、
一
七
六

三
三
六

二
六
六

七
三

一
三
三

五
七

一
七
六

四
四
九

二
三
六

七
二六

二
七

三
八
二

一
三
二

一
五
四

三
二
八

一
九
一

五
四
五

六
八

六
二

三
六

市
町
村
名

大
字

字

地　

番

地　

目

用　

途

地　

積　
�

石
巻
市

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

三
輪
田

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

谷
津

同堀
ノ
内
五
百
刈

中
六
条

千
刈
田

長
夫
喰
下

馬
場
下

同同同馬
場
中

櫻
崎

同同稲
荷
崎

同新
西
待
井

久
根
前
田
待
井

廣
畑
沖

中
里
沖

一
六
二－

三
一

二
一
二

三
三－

一

四
一－

一

一
八－

一

三四
〇－

一

四
五－

二

五
四－

一

五
五－

五

九－

二

一－

一

一
二－

三

四
八－

二

九－

二

一
〇－

一

七－

一

七－

二

四－

二

二
五－

一

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田

一
二
一

五
六
九

五
一

二
九
四

四
四
五

二
七
九

一
六
七

三
六

二
一
八

一
四
八

九
一

二
五
〇

一
四
三

二
七
六

三
四
一

一
一
九

四
九

一
一
七

三
二
三

四
六
六



〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

登
米
市
東
和
町
錦
織
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
登
米
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
三
号

　

道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

道
路
占
用
料
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

道
路
占
用
料
規
程
（
平
成
九
年
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
十
四
号
中
「
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人

（
以
下
「
公
益
法
人
」
と
い
う
。）」
を
「
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
号
中
「
社

団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社
」
の
下
に
「（
昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
三
日
に
社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社
と
い
う
名
称

で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
、「
社
団
法
人
宮
城
県
農
業
公
社
」
の
下
に
「（
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
一
日
に

社
団
法
人
宮
城
県
農
地
管
理
公
社
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
、「
社
団
法
人
宮
城
県
建
設
セ
ン

タ
ー
」
の
下
に
「（
昭
和
四
十
三
年
五
月
一
日
に
社
団
法
人
宮
城
県
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ

た
法
人
を
い
う
。）」
を
、「
財
団
法
人
宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
公
社
」
の
下
に
「（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
に
財
団
法
人

宮
城
県
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
公
社
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
、「
財
団
法
人
宮
城
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
」
の
下
に
「（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
五
日
に
財
団
法
人
宮
城
県
住
宅
相
談
所
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人

を
い
う
。）」
を
、「
財
団
法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社
」
の
下
に
「（
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
に
財
団
法
人
宮
城
県
廃

棄
物
処
理
公
社
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
、「
財
団
法
人
宮
城
県
下
水
道
公
社
」
の
下
に
「（
昭

和
六
十
二
年
八
月
一
日
に
財
団
法
人
宮
城
県
下
水
道
公
社
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
千
七
十
四
号

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

県
指
定
金
融
機
関
等
の
名
称
、
位
置
及
び
取
扱
事
務
の
範
囲
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
百
九

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
中 

を

 

に
、

 

を

 

に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
中
別
表
第
一
の
改
正
規
定
（
栗
生
支
店
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
、

「

芭
蕉
の
辻
支

店上
杉
支
店

仙
台
市
青
葉
区
大
町
一
丁
目
一
番
三
十
号

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
五
丁
目
三
番
三
十
六
号　
　
　
　
　
　

」

「

芭
蕉
の
辻
支

店栗
生
支
店

上
杉
支
店

仙
台
市
青
葉
区
大
町
一
丁
目
一
番
三
十
号

仙
台
市
青
葉
区
落
合
六
丁
目
十
一
番
地
の
二

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
五
丁
目
三
番
三
十
六
号

」

「

六
丁
目
支
店

中
田
支
店

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
元
町
八
番
七
号

仙
台
市
太
白
区
中
田
三
丁
目
六
番
五
号

」

「

六
丁
目
支
店

富
沢
支
店

中
田
支
店

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
元
町
八
番
七
号

仙
台
市
太
白
区
富
沢
南
一
丁
目
二
十
三
番
地
の
三

仙
台
市
太
白
区
中
田
三
丁
目
六
番
五
号

」
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同同同同

同同同同

同中
谷
地

同梅
木

八
三

三
六－

一

三
六－

四

四
〇－

一

田田田田

田田田田

四
九
四

一
一
一

四
五
八

一
五
五



そ
の
他
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
年
十
二
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

地
方
法
人
特
別
税
の
創
設
等
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
修
正
業
務

　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

総
務
部
税
務
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目

八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
年
十
一
月
七
日

四　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ　

東
京
都

江
東
区
豊
洲
三
丁
目
三
番
三
号

五　

契
約
金
額　

三
億
一
千
五
百
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
開
発
許
可
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域
（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
五
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
湾
に
お
け
る
水
産

動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

制
限
期
間

　
　

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日
ま
で

二　

制
限
の
内
容

　
　

次
の
表
に
示
す
保
護
区
域
に
お
い
て
は
、
全
て
の
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
宮
城
県
漁

業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
の
許
可
を
受

け
た
者
及
び
試
験
研
究
機
関
が
採
捕
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

黒
川
郡
大
衡
村
奥
田
字
梅
木
二
十
四
番
三
、
二
十
四
番

四
及
び
二
十
六
番
七
の
一
部
、同
字
長
沢
十
番
二
の
一
部
、

十
番
十
六
の
一
部
、
十
番
十
七
の
一
部
、
十
番
十
八
、
十

番
二
十
五
、
十
番
四
十
二
、
十
番
四
十
三
、
十
番
四
十
四

の
一
部
、
十
五
番
の
一
部
、
十
六
番
、
十
番
四
十
二
地
先

道
、
十
番
四
十
三
地
先
道
、
十
番
四
十
四
地
先
道
の
一
部
、

十
番
十
八
地
先
水
路
の
一
部
、
十
六
番
地
先
池
及
び
十
番

十
八
地
先
池
、
同
字
金
沢
二
十
一
番
一
の
一
部
、
大
衡
大

日
向
五
十
番
一
の
一
部
、
五
十
番
九
の
一
部
、
五
十
番
十
、

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

五
十
番
九
地
先
道
の
一
部
及
び
五
十
番
十
地
先
道
、
同
字

鐙
沢
十
二
番
二
、
十
二
番
二
十
一
及
び
十
二
番
三
十
四
の

各
一
部
、
松
の
平
一
丁
目
一
番
、
二
番
、
三
番
、
四
番
、

五
番
、
六
番
の
一
部
及
び
十
一
番
の
一
部
、
同
二
丁
目
一

番
一
の
一
部
、
一
番
十
九
の
一
部
、
一
番
二
十
一
の
一
部
、

二
番
の
一
部
、
三
番
の
一
部
、
四
番
十
九
、
十
九
番
の
一

部
、
二
十
八
番
の
一
部
、
二
十
九
番
の
一
部
、
三
十
三
番

の
一
部
、
三
十
四
番
の
一
部
、
三
十
五
番
の
一
部
及
び
三

十
七
番
、
同
三
丁
目
四
番
十
一
の
一
部
（
第
一
工
区
）

　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
二
番
三
号

 

宮
城
県
土
地
開
発
公
社　
　
　
　

保
護
区
域
名

仙
台
湾
Ａ
区
域

保
護
区
域
（
表
示
は
、
世
界
測
地
系
に
よ
る
。）

次
の
点
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
ア
の
各
点
を
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
ア　

北
緯
三
十
八
度
十
六
・
九
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
三
・
一
〇
分

点
イ　

北
緯
三
十
八
度
十
六
・
六
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
四
・
三
六
分

点
ウ　

北
緯
三
十
八
度
十
五
・
六
三
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
四
・
〇
〇
分



〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
金
華
山
山
頂
真
南
の
線

以
西
の
仙
台
湾
（
共
同
漁
業
権
区
域
を
除
く
。）
に
お
け
る
流
し
網
漁
業
、
は
え
な
わ
漁
業
及
び
は
も
ど
う
漁
業
の
操

業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

 

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

畠　
　

山　
　

喜　
　

勝　
　
　

一　

制
限
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

二　

操
業
の
届
出

　
　

流
し
網
漁
業
、
は
え
な
わ
漁
業
及
び
は
も
ど
う
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
漁
船
ご
と
に
、
宮
城
海

区
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
届
出
（
様
式
第
一
号
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

届
出
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
委
員
会
に
届
出
（
様
式
第
二
号
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

三　

操
業
の
条
件
及
び
制
限

１　

流
し
網
漁
業
、
は
え
な
わ
漁
業
及
び
は
も
ど
う
漁
業
の
届
出
を
必
要
と
す
る
業
種
の
操
業
は
、
次
の
と
お
り
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　

流
し
網
漁
業
、
は
え
な
わ
漁
業
及
び
は
も
ど
う
漁
業
の
漁
具
の
敷
設
時
間
は
、
原
則
と
し
て
日
没
か
ら
日
の

出
ま
で
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

な
お
、
流
し
網
漁
業
及
び
は
え
な
わ
漁
業
の
漁
具
の
敷
設
深
度
は
、
航
行
船
の
安
全
が
十
分
確
保
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　

漁
具
の
標
識

　
　

宮
城
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
三
号
）
第
五
十
七
条
の
規
定
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

着
業
状
況
報
告
書
の
提
出
の
義
務

　
　

二
に
よ
る
着
業
の
届
出
を
し
た
者
は
、
操
業
し
た
漁
業
ご
と
に
着
業
状
況
報
告
書
（
様
式
第
三
号
、
様
式
第
四

号
又
は
様
式
第
五
号
）
を
操
業
期
間
終
了
後
速
や
か
に
、
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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仙
台
湾
Ｂ
区
域

仙
台
湾
Ｃ
区
域

仙
台
湾
Ｄ
区
域

点
エ　

北
緯
三
十
八
度
十
五
・
九
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
二
・
八
〇
分

次
の
点
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
ア
の
各
点
を
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
ア　

北
緯
三
十
八
度
十
一
・
八
九
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
三
・
八
六
分

点
イ　

北
緯
三
十
八
度
十
一
・
四
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
五
・
六
二
分

点
ウ　

北
緯
三
十
八
度
十
・
四
七
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
五
・
二
九
分

点
エ　

北
緯
三
十
八
度
十
・
九
二
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
三
・
四
八
分

次
の
点
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
ア
の
各
点
を
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
ア　

北
緯
三
十
八
度
〇
八
・
〇
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
〇
四
・
一
六
分

点
イ　

北
緯
三
十
八
度
〇
七
・
四
二
分
、
東
経
百
四
十
一
度
〇
六
・
五
九
分

点
ウ　

北
緯
三
十
八
度
〇
五
・
五
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
〇
五
・
八
四
分

点
エ　

北
緯
三
十
八
度
〇
六
・
一
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
〇
三
・
四
一
分

次
の
点
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
ア
の
各
点
を
順
に
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
ア　

北
緯
三
十
八
度
十
八
・
五
八
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
五
・
六
〇
分

点
イ　

北
緯
三
十
八
度
十
七
・
三
五
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
七
・
六
二
分

点
ウ　

北
緯
三
十
八
度
十
五
・
八
〇
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
六
・
二
一
分

点
エ　

北
緯
三
十
八
度
十
六
・
九
八
分
、
東
経
百
四
十
一
度
十
四
・
二
一
分
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様式第１号

流し網，はえなわ，はもどう漁業着業届出書

 年　　月　　日　　　

　　　宮城海区漁業調整委員会会長　殿

 漁業協同組合（又は届出者）　 　　　　　　　�　　

　　下記のとおり，流し網，はえなわ，はもどう漁業の着業をするので届け出ます。

　

　※着業業種の欄には，着業する業種（漁業）に〇印を記入する。

 （Ａ４横）

着　業　業　種届　　　出　　　者
操 業
時 期

推進機関の種類
及 び 馬 力 数総トン数漁船登録番号船 名一連

番号
はもどうはえなわ流し網氏　　名住　　　所

様
式
第
２
号

流
し
網
，
は
え
な
わ
，
は
も
ど
う
漁
業
変
更
届
出
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

 
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　

　
　
先
に
届
出
し
た
内
容
に
つ
い
て
，
次
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
届
け
出
ま
す
。

記

　
１
　
船
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
，（
漁
船
登
録
番
号
　
　
－
　
　
　
　
）

　
２
　
届
出
し
た
着
業
業
種
　
流
し
網
，
は
え
な
わ
，
は
も
ど
う

　
　
　
（
※
届
出
し
て
い
る
業
種
（
漁
業
）
に
〇
印
を
記
入
す
る
。）

　
３
　
変
更
の
内
容

　
４
　
変
更
の
理
由

 
（
Ａ
４
縦
）

変
　
　
更
　
　
後

変
　
　
更
　
　
前

項
　
目
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様
式
第
３
号

流
し
網
漁
業
着
業
状
況
報
告
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

 
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　

　
　
下
記
の
と
お
り
，
着
業
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
１
　
操
業
状
況

　
２
　
操
業
に
要
し
た
所
要
経
費

　
※
所
要
経
費
欄
に
は
，
操
業
期
間
中
に
要
し
た
経
費
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
人
件
費
に
つ
い
て
も
，
な
る
べ
く
正

確
に
記
入
し
て
下
さ
い
。
家
族
の
分
の
人
件
費
が
計
算
で
き
な
い
場
合
は
，
欄
外
に
「
乗
組
員
〇
〇
人
の
う
ち

家
族
×
×
人
の
人
件
費
は
含
ま
な
い
」
等
と
記
入
し
て
下
さ
い
。

 
（
Ａ
４
縦
）

人
　
　
　

乗
組
員
数

所
属
漁
協
名

目
合
：
　
　
 寸
　
　
 分
（
　
　
cm
）

流
し
網

の
規
　
模

船
名

１
張
り
当
た
り
の
総
延
長

 
：
　
　
ｍ
　

　
　
　
－

漁
船
登
録
番
号

１
張
り
当
た
り
の
使
用
反
数
：
　
　
反
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

総
 
ト
 
 ン
 
数

総
使
用
張
り
数

 
：
　
　
張
り

（
※
何
張
り
敷
設
し
て
い
る
か
記
入
す
る
。）

式
馬
力
又
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト

推
進
機
関
の
種

類
及
び
馬
力
数

金
額
（
円
）

主
 な
 魚
 種
 別
 漁
 獲
 量
 （
kg）

操
業
日
数

月
計

そ
の
他

１２３４５６７８９101112計

経
費
合
計

（
千
円
）

経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
　
（
千
円
）

（
　
　
　
　
　
）

そ
の
他（
　
　
）

人
　
件
　
費

燃
　
料
　
費

漁
　
具
　
費

様
式
第
４
号

は
え
な
わ
漁
業
着
業
状
況
報
告
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

 
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　

　
　
下
記
の
と
お
り
，
着
業
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
１
　
操
業
状
況

　
２
　
操
業
に
要
し
た
所
要
経
費

※
所
要
経
費
欄
に
は
，
操
業
期
間
中
に
要
し
た
経
費
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
人
件
費
に
つ
い
て
も
，
な
る
べ
く
正

確
に
記
入
し
て
下
さ
い
。
家
族
の
分
の
人
件
費
が
計
算
で
き
な
い
場
合
は
，
欄
外
に
「
乗
組
員
〇
〇
人
の
う
ち

家
族
×
×
人
の
人
件
費
は
含
ま
な
い
」
等
と
記
入
し
て
下
さ
い
。

 
（
Ａ
４
縦
）

人
　
　
　

乗
組
員
数

所
属
漁
協
名

１
張
り
当
た
り
の
総
延
長

 
：
　
　
ｍ
　

は
え
な
わ

の
規

模

船
名

１
張
り
当
た
り
の
使
用
針
数
：
　
　
本
　

　
　
　
－

漁
船
登
録
番
号

総
使
用
張
り
数

 
：
　
　
張
り

（
※
何
張
り
敷
設
し
て
い
る
か
記
入
す
る
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

総
 
ト
 
 ン
 
数

式
馬
力
又
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト

推
進
機
関
の
種

類
及
び
馬
力
数

金
額
（
円
）

主
 な
 魚
 種
 別
 漁
 獲
 量
 （
kg）

操
業
日
数

月
計

そ
の
他

１２３４５６７８９101112計

経
費
合
計

（
千
円
）

経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
　
（
千
円
）

（
　
　
　
　
　
）

そ
の
他（
　
　
）

人
　
件
　
費

燃
　
料
　
費

漁
　
具
　
費
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様
式
第
５
号

は
も
ど
う
漁
業
着
業
状
況
報
告
書

 
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　

　
　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

 
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　

　
　
下
記
の
と
お
り
，
着
業
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　
１
　
操
業
状
況

　
２
　
操
業
に
要
し
た
所
要
経
費

※
所
要
経
費
欄
に
は
，
操
業
期
間
中
に
要
し
た
経
費
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
人
件
費
に
つ
い
て
も
，
な
る
べ
く
正

確
に
記
入
し
て
下
さ
い
。
家
族
の
分
の
人
件
費
が
計
算
で
き
な
い
場
合
は
，
欄
外
に
「
乗
組
員
〇
〇
人
の
う
ち

家
族
×
×
人
の
人
件
費
は
含
ま
な
い
」
等
と
記
入
し
て
下
さ
い
。

 
（
Ａ
４
縦
）

人
　
　
　

乗
組
員
数

所
属
漁
協
名

１
張
り
当
た
り
の
総
延
長

 
：
　
　
ｍ
　

は
も
ど
う

の
規

模

船
名

１
張
り
当
た
り
の
使
用
ど
う
数

 
：
　
　
個
　

　
　
　
－

漁
船
登
録
番
号

総
使
用
張
り
数

 
：
　
　
張
り

（
※
何
張
り
敷
設
し
て
い
る
か
記
入
す
る
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

総
 
ト
 
 ン
 
数

式
馬
力
又
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト

推
進
機
関
の
種

類
及
び
馬
力
数

金
額
（
円
）

主
 な
 魚
 種
 別
 漁
 獲
 量
 （
kg）

操
業
日
数

月
計

ま
あ
な
ご

１２３４５６７８９101112計

経
費
合
計

（
千
円
）

経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
　
（
千
円
）

（
　
　
　
　
　
）

そ
の
他（
　
　
）

人
　
件
　
費

燃
　
料
　
費

漁
　
具
　
費


